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ー
・国

、
県
道
約
六
億
三
千
万
円

本
町
通
り
改
良
に
一
億
円

　
昭
和
四
十
四
年
度
の
公
共
亭
業
に

つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
地
元
選
出
代
議

士
か
ら
村
山
市
長
あ
て
内
示
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
と
し
の
公
共
事
業
は
国
、
県
道

総
額
六
億
三
千
万
円
で
前
年
の
五
割

増
が
特
徴
で
す
。

　
な
お
現
在
ま
で
決
定
し
て
い
る
も

の
は
つ
ぎ
の
と
翁
り
で
す
。

　
道
路

・
国
道
一
一
七
号
線
（
貝
ノ
川
5
新

　
光
寺
）
改
良
一
億
一
千
万
円

・
同
（
十
日
町
市
本
町
）
改
良
一
億

　
円・

同
（
為
永
）
消
雪
バ
イ
ブ
七
百
二

＋
万
円

・
同
（
土
市
）
消
雪
パ
イ
ブ
九
百
万

　
円

・
国
道
二
五
二
号
線
（
市
之
沢
）
改

　
良
千
五
百
万
円

・
舗
装
戸
北
原
）
千
五
百
万
円

・
国
道
二
五
三
号
線
（
八
箇
）
改
良

　
二
億
一
手
万
円

四
十
四
年
度
公
共
事
業
決
ま
る

．
・
同
（
樽
沢
）
舗
装
五
百
万
円

・
同
（
山
本
関
根
）
舗
装
一
千
八
百

　
万
円

・
同
（
名
ヵ
山
）
舗
装
二
千
四
百
万

　
円

・
同
（
宮
栗
）
踏
切
構
改
六
十
万
円

　
・
県
道
永
沢
石
打
停
車
場
線
（
市
之

　
沢
）
特
改
四
百
五
十
万
円

・
同
（
大
石
）
凍
雪
害
防
止
三
百
万

一
円

一
●
同
＋
爵
羽
嶺
（
鐙
坂
）
特
改

　
三
百
五
十
万
円

　
・
同
十
日
町
塩
沢
線
（
麻
畑
）
特
改

　
三
百
五
十
万
円

　
・
同
姿
土
市
停
卑
場
線
特
改
二
百
三

　
＋
万
円

　
・
同
城
内
焼
野
線
（
枯
木
又
）
特
改

　
二
百
三
十
万
円

　・

同
明
神
下
条
停
車
場
線
（
為
永
）

　
特
改
二
百
万
円

　
・
同
十
日
町
塩
沢
線
（
麻
畑
、
中

　
村
）
特
改
二
百
六
十
万
円

一
車
日
町
習
線
（
蟹
特
改

四
百
万
円

・
同
水
沢
石
打
停
車
場
線
（
仲
入

橋
）
橋
架
二
千
七
百
万
円

・
同
十
日
町
塩
沢
線
（
ニ
ツ
屋
）
特

改
二
百
万
円

・
同
十
日
町
羽
倉
線
（
鐙
坂
）
防
雪

六
百
万
円

市
道
国
庫
補
助

・
吉
田
一
号
線
（
山
谷
）
改
良
三
百

万
円

・
川
原
町
北
原
線
（
新
座
）
舗
装
二

百
万
円

砂
防
事
業

・
小
貫
川
（
ニ
ツ
屋
）
流
路
工
七
百

五
＋
万
円

・
田
川
（
津
池
）
堰
堤
工
八
百
三
十

万
円

・
く
す
れ
川
（
塩
ノ
又
）
堰
堤
工
七

百
士
万
円

・
下
の
沢
川
（
塩
野
）
堰
堤
工
三
百

二
＋
万
円

・
前
ノ
沢
川
（
鍬
柄
沢
）
堰
堤
工
六

百
万
円

・
蛇
ば
み
川
（
柴
倉
）
堰
堤
工
六
百

七
＋
万
円

・
滝
ノ
沢
川
（
池
ノ
平
）
堰
堤
工
五

百
六
＋
万
円

河
川
直
轄

・
信
濃
川
（
鴨
田
）
護
岸
千
二
百
五

＋
万
円

・
同
（
十
日
町
）
護
岸
九
百
万
円

・
同
（
城
之
古
）
護
岸
七
百
三
十
万

円
治
山
関
係

・
予
防
治
山
（
菅
沼
、
増
沢
）
三
百

万
円

・
災
害
復
旧
（
水
沢
、
池
沢
）
三
百

二
＋
万
円

・
復
旧
治
山
（
八
箇
南
沢
）
五
省
十

万
円

・
雪
崩
防
止
林
造
成
（
慶
地
）
六
十

万
円

・
同
（
鉢
）
五
十
万
円

・
同
（
樽
沢
）
六
十
万
円

7
聖
べ
り
防
止
（
中
奎
ケ
慰

冥
璽
＋
召

㎝
・
同
（
枯
木
又
）
一
千
百
九
十
万
円

・
同
（
慶
地
）
四
百
三
十
万
円

　
河
川
補
助
事
業

｝
・
川
治
川
（
高
山
）
改
修
二
千
八
百

万
円

・
中
沢
川
（
島
）
改
修
二
千
六
百
万

円・
当
間
川
（
市
之
沢
）
改
修
九
百
万

円・
上
大
井
田
川
（
尾
崎
）
改
修
七
百

万
円

・
晒
川
（
学
校
町
）
改
修
三
百
万
円

都
市
計
画

・
駅
前
広
場
一
千
万
円

・
本
町
東
線
（
田
川
橋
）
八
百
四
十

万
円

・
本
町
西
線
（
舗
装
）
四
百
五
十
万

円
都
市
計
画
下
水
路

・
榎
川
七
百
五
十
万
円

都
市
公
園

・
千
歳
児
童
公
園
二
百
十
万
円

新
法
に
よ
る
指
定
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
用
途
地
域
問
題

　
用
途
地
域
（
住
居
地
域
、
商
業
地

域
、
準
工
業
地
域
）
及
び
準
防
火
地

域
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
昨
年
六
月

「
市
報
と
却
か
ま
ち
」
で
お
知
ら
せ

の
と
お
り
、
都
市
計
画
上
の
考
え
方

及
び
規
制
事
項
等
は
ご
承
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
県
及
び
建

設
省
の
指
導
を
受
け
用
途
地
域
指
定

の
成
案
を
急
い
で
お
り
ま
し
た
が
、

漸
く
本
年
二
月
末
ま
と
ま
り
ま
し
た

四
月
に
入
ッ
て
、
幼
稚
園
や
小
学
の
し
つ
け
家
庭
か
ら
」

校
へ
新
し
く
入
園
、
入
学
す
る
こ
ど
　
　
家
庭
に
お
け
る
事
故
防
止
の
た
め

も
た
ち
の
交
通
事
故
防
止
が
強
く
叫
話
し
合
い
が
必
要
で
す
。

ば
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
最
近
市
内
　
危
険
な
路
上
遊
び
に
対
す

の
変
通
量
が
増
え
、
こ
ど
も
の
変
通
る
「
胴
声
注
意
」
の
励
行

事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
　
　
人
の
子
と
思
わ
す
み
ん
な
が
注
意

の
た
め
四
月
二
十
日
ま
で
は
、
全
県
す
る
。

下
い
っ
せ
い
に
こ
れ
ら
の
変
通
串
故
　
路
上
駐
車
放
置
物
件
の
一

　
　
正
し
い
交
通
の

　
　
　
　
　
　
　
し
つ
け
は
家
庭
か
ら

　
　
　
　
　
　
新
入
学
（
園
）
の
こ
ど
も
の
交
通

　
　
　
　
　
　
事
故
防
止

防
止
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が

十
日
町
警
祭
署
で
も
、
特
に
つ
ぎ
の

こ
と
が
ら
に
つ
い
て
注
意
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
ま
す
の
で
、
各
ご
家

庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
ど
も
さ

ん
に
対
し
て
変
通
事
故
か
ら
守
る
よ

う
、
し
っ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
ど
も
の
「
正
し
い
交
通

掃　
駐
車
々
両
の
か
げ
か
ら
の
飛
び
出

し
が
事
故
原
因
の
最
高
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
ど
も
と
老
人
は
赤
信
号

　
普
通
の
人
と
向
じ
考
え
方
で
運
転

す
る
と
事
故
と
な
る
場
合
が
多
い
の

で
、
特
別
の
注
意
力
が
必
要
で
す
．

の
で
、
三
月
一
日
都
市
計
画
委
員
会

三
月
十
七
日
市
議
会
全
員
協
議
会
に

原
案
を
説
明
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
様
の
十
分
な
ご
理
解
を
得

る
時
間
的
余
裕
も
な
か
っ
た
の
で
、

現
任
の
都
而
計
画
法
（
旧
法
）
に
よ

る
用
途
地
域
の
申
請
は
と
り
止
め
、

六
月
十
五
日
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
新

都
市
計
圃
法
（
新
法
）
に
よ
り
指
定

を
受
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
公
害
の
な
い
住
み
良
い
生
活
環
境

づ
く
り
並
び
将
来
を
見
通
し
た
都
市

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
用
途
地
域
の

指
定
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
り
で

き
る
だ
け
阜
い
機
会
に
指
定
を
受
け

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

県
公
害
防
止

条
例
成
立

　
一
昨
年
八
月
、
公
害
対
策
基
本
法

が
成
立
、
更
に
昨
年
六
月
大
気
汚
染

防
止
法
、
騒
音
規
制
法
が
そ
れ
ぞ
れ

公
布
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
公
害
関
係
法

律
が
実
施
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い

県
に
お
い
て
も
、
本
年
二
月
定
例
議

会
に
新
し
い
新
潟
県
公
害
防
止
条
例

を
提
案
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
四

月
一
日
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

新
し
い
公
害
規
制
基
準
等
に
つ
い
て

は
、
県
の
公
署
対
策
番
議
会
の
意
見

を
聞
い
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

清
掃
課
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
庶
務
課
に
交
通
係

　
市
で
は
行
政
事
務
に
つ
い
て
責
任

体
制
の
確
立
と
服
務
規
律
の
徹
底
を

は
か
る
た
め
の
つ
ぎ
の
と
お
り
一
部

組
織
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
衛
生
行
政
の
増
大
と
現
業
部
門
が

拡
大
し
た
の
で
従
来
の
保
険
課
、
衛

生
課
を
統
合
し
、
保
険
衛
生
課
と
し

新
た
に
清
掃
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
庶
務
課
の
交
通
行
政
の
重
要
性

か
ら
庶
務
交
通
係
を
お
き
税
務
課
の

科
政
係
と
徴
収
係
、
固
定
資
産
税
係

と
評
価
係
を
統
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
管

理
徴
収
係
と
固
定
資
産
税
係
と
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
而
長
室
が
市
長
公

一
奎
奮
、
と
畜
場
関
係
が
農
麓

に
移
さ
れ
社
会
福
祉
事
務
所
の
串
務

係
と
社
会
係
が
統
合
し
て
社
会
係
と

な
り
ま
し
た
。

市
役
所
人
事

　
　
　
　
（
四
月
一
日
付
）

財
政
課
長
　
上
村
政
基
（
教
育
委
員

　
　
　
会
社
会
教
育
課
長
）

建
設
課
長
　
上
村
安
輝
（
建
設
課
長

　
　
　
心
得
）

保
険
衛
生
課
長
　
岩
田
正
吾
（
水
道

　
　
　
課
長
）

清
掃
課
長
　
酒
井
梅
吉
（
衛
生
課

　
　
　
長
）

会
計
課
長
　
樋
熊
徹
（
庶
務
課
長
補

　
　
　
佐
）

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
　
中
町

　
　
　
由
雄
（
会
計
課
長
）

水
道
課
長
　
藤
田
幸
作
（
保
険
課

　
　
　
長
）

市
民
課
長
補
佐
池
田
熊
蔵
（
税
務

　
　
　
課
長
補
佐
）

税
務
課
長
補
佐
　
山
田
又
重
（
衛
生

　
　
　
課
長
補
佐
）

保
険
衛
生
課
長
補
佐
　
岡
田
節
三

　
　
　
　
（
保
険
課
長
補
佐
）

清
掃
課
長
補
佐
　
池
田
土
郎
（
衛
生

　
　
　
セ
ン
タ
ー
長
）

下
条
出
張
所
主
任
　
開
発
一
郎
（
而

　
　
　
民
課
長
補
佐
）

庶
務
課
長
補
佐
　
岩
田
三
夫
（
財
政

　
　
　
課
管
財
係
長
）

農
林
課
．
長
補
佐
　
池
田
耕
平
（
農
林

　
　
　
課
農
林
係
長
）

財
政
課
管
財
係
長
　
滝
沢
正
九
郎

　
　
　
　
（
税
務
課
徴
収
係
長
）

建
設
課
管
理
係
長
　
山
内
文
二
（
税

　
　
　
務
課
評
価
係
侵
）

清
掃
課
清
掃
第
二
係
長
　
茂
野
正
毅

　
　
　
　
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
係
）

　
税
務
モ
ニ
タ
ー
に

　
　
　
田
口
倉
之
助
氏

　
税
務
モ
ニ
タ
i
（
十
日
町
税
務
署

管
内
）
と
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
か

ら
活
躍
さ
れ
た
、
江
戸
屋
の
滝
沢
久

一
氏
に
か
わ
り
、
昭
和
四
十
四
年
度

は
、
田
倉
呉
服
店
社
長
の
田
口
倉
之

助
氏
が
関
東
信
越
国
税
局
長
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
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県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
本
年
度

の
計
画
と
し
て
旭
ヵ
丘
団
地
の
分
譲

住
宅
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま

す
。
公
社
の
分
譲
住
宅
に
は
　
住
宅

金
融
公
庫
の
融
資
が
自
動
的
に
つ
き

ま
す
。
な
⑯
、
頭
金
の
不
足
の
場
合

は
各
種
の
ロ
ー
ン
を
併
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
と
お
問
い

合
せ
は
而
長
公
室
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

1
、
受
付
期
間

　
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
十
一
日
か

　
ら
五
月
二
十
日
ま
で

2
、
申
込
み
受
付
場
所

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
ま
た
は
市

役
所
市
長
公
室

3
、
分
譲
区
分

①
積
立
分
譲

　
頭
金
を
計
画
的
に
積
立
て
、
住
宅

　
金
融
公
庫
の
融
資
と
合
せ
、
一
年

　
～
二
年
後
に
住
宅
を
も
ち
た
い
人

　
の
た
め
の
分
譲
万
法
で
す
。
公
庫

4
、
分
譲
予
定
価
額

　
宅
地
つ
き
で
次
の
と
お
り
で
す
．

　
な
お
、
こ
の
価
額
は
現
状
を
基
準

　
と
し
た
価
額
で
す
が
、
こ
の
価
額

　
に
よ
っ
て
契
約
を
結
び
引
き
渡
し

　
の
際
実
費
主
義
で
精
算
い
た
し
ま

住
宅
金
融
公
庫
融
資
付
（
宅
地
付
）

分
譲
住
宅
募
集

　
の
融
資
が
年
内
分
譲
に
く
ら
べ
有
　
　
す
。

　
刹
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
①
宅
地
の
見
込
み
価
額

②
年
内
分
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
区
画
約
二
百
二
十
平
方
材
、
単

　
こ
の
た
び
か
ら
頭
金
は
二
回
に
分
　
　
価
約
四
千
二
十
八
円
、
分
譲
予
定

　
納
、
竣
工
は
本
年
十
月
の
予
定
で
　
　
価
額
約
八
十
九
万
円

　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
建
物
の
見
込
み
価
額

　
木
造
の
場
合
、
三
D
K
、
面
積
五

　
十
九
平
方
麿
、
分
譲
予
定
価
額
約

百
八
＋
六
万
円

5
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
額
と
償

　
還

　
融
資
額
は
百
万
円
以
上
と
な
り
ま

　
す
が
、
建
物
の
種
類
団
地
の
所
在

　
地
に
よ
り
異
り
ま
す
の
で
、
く
わ

　
し
く
は
市
長
公
室
に
お
問
合
せ
く

　
だ
さ
い
。

6
、
償
還
万
法

　
期
閲
、
木
造
ブ
レ
ハ
プ
十
八
年

　
利
率
　
年
利
五
分
五
厘

7
、
住
宅
引
き
渡
し
の
時
期

　
昭
和
四
十
四
年
十
月
、
昭
和
四
十

　
五
年
十
月
、
昭
和
四
十
六
年
十
月

引

●
成
人
教
室

と
　
き
　
い
ず
れ
も
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で

と
こ
ろ
中
央
公
民
舘

四
月
二
十
日
（
日
）

　
「
成
人
の
権
利
と
義
務
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
選
挙
管
理
委
員
会

四
月
二
十
五
日
（
金
）

　
「
成
人
期
の
健
康
と
か
ら
だ
」
　
厚
生
省
係
官

五
月
二
日
（
金
）

　
「
成
人
期
の
心
理
」
　
新
潟
大
学
教
授

五
月
九
日
（
金
）

　
「
成
人
の
心
得
」
　
十
日
町
市
教
育
委
員
会

昭
和
四
十
四
年
度

●
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

　
　
貸
付
申
請
要
領
説
明
相
談
会

と
　
き
　
昭
和
四
十
四
年
四
月
十
八
日
（
金
）
午
後

　
　
　
　
　
一
時

と
こ
ろ
　
十
日
町
商
工
会
議
所

講
師
県
中
小
工
業
課

●
県
移
動
交
通
事
故
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
日
変
更
の
お
知
ら
せ

六
月
十
日
、
八
月
十
二
日
、
十
月
十
四
日
、
十
二
月

九
日

い
ず
れ
も
第
二
火
曜
日
（
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
）

な
お
定
期
開
設
相
談
日
、
四
月
以
降
は
偶
数
月
の
第

三
金
曜
日
で
す
．

●
愛
の
献
血
車
「
ゆ
う
あ
い
号
」
が

　
　
き
ま
す

場
所
と
日
時

◎
吉
田
小
泉
　
十
日
町
砂
利
合
資
会
社

　
四
月
二
十
二
日
（
火
）
午
前
十
一
時
か
ら
午
後

　
五
時
ま
で

◎
本
町
一
丁
目
上
　
滝
文
工
業
株
式
会
社
六
華
学

　
園
（
旧
女
子
寮
）

　
四
月
二
十
三
日
（
水
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

　
時
ま
で
．

●
該
当
者
は
社
会
福
祉
事
務
所
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
州
建
設
勤
労
奉
仕
隊

満
州
建
設
勤
労
奉
仕
隊
員
と
し
て
渡
満
し
、
か
つ
終

戦
日
に
お
い
て
同
奉
仕
隊
員
で
あ
っ
た
者
は
証
拠
資

料
を
添
え
て
、
市
役
所
社
会
福
祉
事
務
所
へ
。
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第一回定例市議会終る

総額十二億九千百万円を可庚

昭和四十四年度一般会計当初予算
　
第
一
回
定
例
市
議
会
最
終
日
の
二

十
四
日
は
、
午
後
か
ら
本
会
議
を
聞

き
、
昭
和
四
十
四
年
度
一
般
会
計
予

算
な
ど
原
案
ど
お
り
可
決
、
十
日
町

中
学
校
改
築
な
ど
請
願
を
継
続
審
議

と
し
て
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
、
昭

和
四
十
四
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
昨
年
に
比
ぺ
、
一
億
八
千
万
円
増

の
十
二
億
九
千
百
万
円
の
大
型
予
算

に
な
り
ま
し
た
。
歳
出
予
算
の
主
な

も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
総
務
費
二
億
六
手
九
百
十
八
万
六

午
円
（
市
役
所
庁
舎
建
毅
事
業
一
億

百
八
十
三
万
円
）
民
生
費
二
億
五
百

三
十
三
万
七
千
円
、
土
木
費
一
億
九

千
百
八
十
万
円
（
道
路
、
橋
架
八
千

三
百
万
円
、
雪
害
対
策
二
手
八
百
万

円
、
都
市
計
画
事
業
四
千
五
百
万

円
）
教
育
費
二
億
三
千
百
三
十
一
万

円
（
小
学
校
建
設
費
五
千
七
百
万
円

中
学
校
建
設
費
一
千
四
百
万
円
、
ス

キ
ー
場
建
設
費
一
千
万
円
、
農
林
水

産
業
費
九
千
九
百
万
円
、
衛
生
費
六

千
四
百
六
十
一
万
二
千
円
（
予
備
貯

留
槽
二
百
六
十
万
円
）
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市昆税206，347
固定資産税152，347

軽自動車税　 9，237

たばこ消費税　43，226

電気ガス税25，260
都市計画税　8，730

　　　　　　昭和44年1般会計当初予算

　　　　　　　　　　　（単位千円）
その他29・2582％　　　　　　　　　　　　　　農業構造改善事業4！，80

＼、　市庁鍵設費1。1，831　　　「一
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
4
5
　
35

　
　
　
税
　
包

　
　
　
　
　
44
　
　
　
　
　
　
　
見

　
　
　
市
　
　
　
　
　
円
　
　
　
　
付
4

　
　
　
　
　
　
　
入
肝
％
　
交
a
％

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
か
け
ぶ

雛騰歳

蹴
－
地
3

繰
脚
3
終
甥
－
金
4

岸
灘
鰐
灘
既
蕪
薔

　
　
　
　
　
職
債
5
％
国
　
　
臓
橡
堅
欺

　
　
　
　
　
　
お
れ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
所
設
画
旧
ん

㎝
識
㎜
翻
　
　
　
　
即
鴇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呆
建
計
復
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
育
　
　
　
補

繭
難
離
靴
　
　
　
難
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
　
校
市
害
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
保
学
都
災
減

建
建
施
育
属
　
　
　
　
建
叢

舎
校
防
道
ん
　
　
　
　
轍
讐

庁
学
消
保
市
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
中
ス

総　務　費

　　269，186

f藷貯留槽，，、，，遍欝

農・　
騨0　冨鑑

　　　　　　　　　　L木費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18％

　　　　　　　　　　191，800　　民生費

　　　　　　　　　　　　159石　　　　　　205，337

　　　　　　　　　　　　　　　　　　16％
道路僑梁83，941
『7r害対策28，405
都市計画事業45，402　　　扶助費91，803
住宅建設費　6，981　　　　　　　　　保育所建設費11，900

農
地
等
取
得
資
金
の

　
　
　
　
　
　
　
貸
付
基
準
一
部
改
正

　
農
展
業
経
営
規
模
の
拡
大
、
お
よ

び
経
営
改
暫
の
積
極
的
な
意
欲
に
よ

り
十
日
酊
市
で
の
農
地
等
、
取
得
資

金
の
借
受
申
請
者
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
国
で
は
、
自
立
農
家

の
育
成
、
経
営
規
模
の
拡
大
政
策
か

ら
貸
付
限
度
額
霜
よ
び
売
買
の
最
高

価
格
を
大
巾
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、

貸
付
基
準
の
一
部
が
次
の
と
お
り
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
貸
付
金
額

　
最
低
額
　
　
　
　
　
＋
万
円

　
最
高
額
　
農
地
　
　
二
百
万
円

　
　
　
　
　
未
墾
地
　
百
万
円

　
上
限
基
準
価
格

　
田
十
ア
ー
ル
当
り
　
六
十
五
万
円

畑
　
　
〃
　
　
　
四
＋
五
万
円

　
未
墾
地
　
〃
　
　
　
　
十
二
万
円

　
認
定
の
要
件

①
申
請
者
の
耕
作
面
積
が
取
得
し

　
よ
う
と
す
る
土
地
を
含
め
て
、
そ

　
の
而
町
村
の
農
業
経
営
の
平
均
規

模
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

栽
培
作
目
な
ど
か
ら
み
て
、
耕
作

ま
た
は
、
養
畜
の
事
業
が
集
約
的

に
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ

に
よ
り
が
た
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
申
請
者
の
農
業
所
得
が

そ
の
地
域
の
平
均
規
模
の
農
業
経

営
に
お
け
る
農
業
所
得
規
模
以
上

で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
（
十
日
町

市
の
農
業
経
営
平
均
規
模
、
七
†

ア
ー
ル
）

②
田
請
者
の
取
得
し
よ
う
と
す
る

　
土
地
が
、
客
観
的
に
み
て
近
く
農

　
業
以
外
の
用
に
供
さ
れ
る
見
込
み

　
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　
だ
　
　
　
　
の

『
判
断
基
準

一
①
　
申
請
者
の
総
所
得
の
う
ち
、
農

ヨ
水
嚢
の
所
得
が
薯
占
め

　
て
い
る
が
ど
う
か
、
ま
た
農
林
水

　
産
業
に
投
下
す
る
労
働
量
が
農
外

　
に
投
下
す
る
労
働
量
よ
り
大
き
い

　
か
ど
う
か
。

②
農
業
経
営
主
が
、
六
十
才
以
上

　
で
あ
る
場
合
は
、
後
継
者
が
現
に

　
主
と
し
て
農
業
に
従
事
し
て
お
り

　
か
つ
将
来
と
も
そ
の
見
込
み
が
あ

　
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

③
　
取
得
し
よ
う
と
す
る
農
地
は
、

　
原
則
と
し
て
別
に
定
め
る
基
準
に

　
該
当
す
る
生
産
力
の
高
い
農
地
、

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
五
月
六
日
か
ら
福
祉
年
金
の
支
払
い

　
五
月
六
日
か
ら
福
祉
年
金
の
支
払

い
が
、
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
。

　
　
の
お
　
　
　
　
で
　
　
　
　
の

璽
難
舞
盤

住
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
さ
い
俣
管
証
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
九
月
六
日
に
皆
さ
ん
に
証
書

を
渡
す
ま
で
大
切
に
持
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
。
年
金
証
書
を
提
出
し
て
い

一
た
だ
か
な
い
と
、
九
月
の
支
払
い
が

配
給
米
は
ご
希
望
の
店
へ

　
　
　
　
　
　
配
給
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　
米
穀
配
給
制
度
の
一
部
が
四
月
一

日
か
ら
改
正
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
消
費
者
と
米
穀
販
売
業
者
と
の

　
登
録
制
度
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た

　
の
で
、
一
般
家
庭
の
配
給
米
は
十

　
日
町
市
内
の
米
穀
販
売
店
の
う
ち

「　
希
望
さ
れ
る
店
へ
、
米
穀
通
帳
を

　
　
　
し
て
ヤ
　
　
　
　
ま
す
ロ

マ
最
近
鶏
薯
の
受
配
慧
に

　
よ
り
、
一
般
用
の
配
給
基
準
量
を

　
現
圧
一
人
心
ヵ
月
当
り
十
精
米
’

　
望
か
ら
十
五
精
米
ヂ
響
に
引
き
上

　
げ
ら
れ
ま
し
た
．

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
十
日
町
郵
便
局
で
支
払
い

を
受
け
る
か
た
は
、
五
月
六
日
、
七

日
と
市
の
係
員
が
郵
便
局
に
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
で
年
金
証

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
宛

通
知
書
は
出
し
ま
せ
ん
の
で
、
市
報

回
覧
を
ご
覧
の
う
え
、
忘
れ
す
に
翁

出
か
け
く
だ
さ
い
o

　
集
団
的
に
存
在
し
て
い
る
農
地
等

　
と
す
る
．

④
過
去
三
ヵ
年
間
に
お
い
て
経
営

　
農
地
を
縮
小
し
た
事
実
が
あ
る
も

　
の
は
、
貸
付
け
の
対
象
と
し
な
い

　
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
共
用

　
地
へ
の
提
供
は
除
く
．

　
そ
の
他

　
次
の
資
金
は
、
貸
付
の
対
象
と
し

な
い
も
の
と
す
る
。

①
転
用
売
却
に
ょ
り
、
代
替
地
を

　
取
得
す
る
場
合
に
必
要
な
資
金
。

②
住
居
お
よ
び
生
計
を
と
も
に
す

　
る
親
子
間
の
売
買
に
よ
り
取
得
す

　
る
た
め
に
必
要
な
資
金

③
七
ア
ー
ル
未
満
の
農
地
を
取
得

　
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

　
以
上
は
改
正
さ
れ
た
要
点
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
農
業
委
員
会
亭
務

局
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
今
月
末
ま
で

　
　
　
艦
耕
用
軽
油
免
税
証
の
交
付

　
免
税
証
の
交
付
事
務
を
灰
の
期
間

に
行
な
い
ま
す
の
で
、
出
来
る
限
り

こ
の
期
間
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

期
間
　
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
十
五

　
　
　
日
か
ら
同
年
匹
月
三
十
日

交
付
場
所
　
十
日
町
財
務
亭
務
所

　
　
　
間
税
課

◎
持
参
す
る
書
類

一
、
初
め
て
申
請
を
さ
れ
る
万
、
並

　
に
新
し
く
軽
油
を
使
用
す
る
機
械

を
取
得
さ
れ
た
人

①
機
械
を
取
得
し
た
証
明
書
（
市
町

　
村
役
場
の
納
税
証
明
、
代
金
受
領

　
書
契
約
書
）
及
び
機
械
の
カ
タ
ロ

　
グ

②
農
業
委
員
会
の
発
行
す
る
耕
作
反

　
別
証
明
書
（
共
同
の
場
合
は
全

　
員
）

⑧
印
か
ん
（
共
同
の
場
合
は
全
員
）

二
、
す
で
に
免
税
軽
油
使
用
者
証
の

　
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
．
有
効

　
期
限
の
あ
る
も
の

①
免
税
軽
油
の
使
用
者
証

②
農
業
委
員
会
の
発
行
す
る
耕
作
反

　
別
証
明
書
（
共
同
の
場
合
は
全

　
員
）

③
印
か
ん
（
共
同
の
場
合
は
全
員
）

三
、
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期

限
が
切
れ
た
人

①
一
に
準
じ
た
取
り
扱
い
と
な
り
ま

　
す
の
で
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
免

税
軽
油
使
用
者
証
は
、
必
す
返
し

て
く
だ
さ
い
。

身
障
者
手
帳
を
見

せ
る
だ
け

　
　
越
後
交
通
パ
ス
割
引
き

　
四
月
十
六
日
か
ら
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
越
後
交

．
通
の
乗
合
い
パ
ス
の
割
引
き
乗
車
方

法
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
割
引
き
乗
車
を
す
る

場
合
は
、
福
祉
亭
務
所
が
発
行
す
る

証
明
書
が
必
要
で
し
た
が
、
越
後
変

通
の
厚
意
に
よ
り
、
四
月
十
六
日

か
ら
，
身
障
者
手
帳
の
提
示
だ
け
で

良
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
手
帳
を
宙
掌
に
提
示
す
る

時
は
、
写
真
の
あ
る
と
こ
ろ
を
開
き

は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
、
提
示
し

て
く
だ
さ
い
．

　
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク

一
チ
ン
投
与
実
施

「
◎
投
与
該
当
者

　

一
・
昭
和
四
十
三
年
二
月
一
日
か
ら
昭

｝　
和
四
十
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

　
に
生
れ
た
者

一・
昨
年
十
月
都
合
に
よ
り
投
与
を
受

　
け
な
か
っ
た
者

皿
◎
投
与
不
適
者

一
・
有
慧
者
・
心
監
纂
・
腎
臓

ナ
ダ
レ
シ
ー
ズ
ン
で
す

　
　
　
　
山
へ
行
く
と
き
は
ご
注
意
を
〃
”

　
去
る
八
日
、
中
魚
中
里
地
内
で
ナ

ダ
レ
が
発
生
、
死
傷
者
が
出
る
と
い

う
事
故
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
融
雪
期
を
迎
え
当
地
万
特
有
の
ナ

ダ
レ
現
象
が
起
き
や
す
い
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
ま
す
の
で
、
春
木
や
ま
、
山

菜
取
り
な
ど
に
行
か
れ
る
か
た
は
市

内
で
も
危
険
箇
所
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
か
ら
、
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い

昭
和
四
十
四
年
度

　
犬
登
録
と
第
一
回

　
狂
犬
病
予
防
注
射

　
畜
犬
登
録
と
第
一
回
狂
犬
病
予
防

注
射
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
犬
所
有
者
は
犬
の
登
録
申

請
蕾
の
一
か
ら
八
ま
で
記
入
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
料
金
五
百
六
十
円

（
登
録
料
三
百
円
注
射
料
二
百
六
十

円
）

※
地
区
、
月
日
、
曜
、
時
間
、
実
施

　
　
会
場
の
順
。

【
十
日
町
本
町
通
り
東
側
、
同
西

側
】
五
月
六
日
（
火
）
午
前
九
時
三

十
分
5
同
十
一
時
三
十
分
、
午
後
一

時
5
同
三
時
闘
而
民
体
育
舘
【
川
治

新
座
、
大
井
田
】
五
月
七
日
（
水
）

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
三
時
H
市

民
体
育
舘
【
十
日
町
山
地
】
五
月
七

日
（
水
）
午
後
三
時
三
十
分
～
同
三

時
四
十
五
分
目
大
池
小
学
校
【
中

条
】
五
月
八
日
（
木
）
午
前
九
時
三

十
分
ー
午
前
十
時
三
十
分
“
中
条
公

民
舘
、
午
前
†
一
時
～
同
十
一
時

十
五
分
”
新
水
診
療
所
【
下
条
】
五

月
八
日
（
木
）
午
後
二
時
～
同
三
時

目
下
条
出
張
所
、
午
後
三
時
三
十
分

～
同
三
時
四
十
五
分
判
東
下
組
小
学

校
【
水
沢
】
五
月
九
自
（
金
）
午
前

九
時
三
十
分
～
同
九
時
四
十
五
分
”

野
中
小
学
校
、
午
前
十
時
三
十
分
～

同
十
一
時
三
十
分
腔
水
沢
出
張
所
、

午
後
二
時
～
同
三
時
“
馬
場
養
蚕
飼

育
所
【
六
箇
】
五
月
十
二
日
（
月
）

午
前
十
時
5
同
十
時
三
十
分
“
六
箇

出
張
所
【
川
治
山
地
】
五
月
十
二
日

（
月
）
午
前
十
一
時
～
同
十
一
時
十

五
分
“
八
箇
小
学
校
【
吉
田
】
五
月

十
二
日
（
月
）
午
後
二
時
～
同
二
時

三
十
分
“
吉
田
出
張
所
、
午
後
三
時

5
同
三
時
十
五
分
擁
名
ケ
山
小
学
校

午
後
三
時
三
十
分
～
同
四
時
目
真
田

小
学
校
。

　
ま
た
は
肝
臓
に
疾
患
の
あ
る
者
、

　
糖
尿
病
患
者
、
脚
気
患
者
、
そ
の

　
他
医
師
が
予
防
接
種
を
行
な
う
こ

　
と
が
不
適
当
と
認
め
る
疾
病
に
か

　
か
っ
て
い
る
者

．
病
後
衰
弱
者
ま
た
は
著
し
い
栄
養

　
瞳
害
者

・
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
者
ま
た
は
け

　
い
れ
ん
性
体
質
の
者

・
下
痢
患
者
ま
た
は
、
種
痘
受
け
た

　
後
二
週
間
を
経
過
し
な
い
者

※
は
し
か
予
防
接
種
後
一
ヵ
月
を
経

　
過
し
て
な
い
者

▽
四
月
二
十
五
日
（
金
）
”
十
日
町

（
午
後
二
時
5
三
時
）
十
日
町
公
民

舘
▽
四
月
十
七
日
（
木
）
時
飛
一
小

学
校
区
　
飛
二
小
学
校
区
（
午
後
二

時
十
五
分
～
二
時
三
十
分
）
飛
一
小

学
校
▽
同
H
中
条
小
学
校
区
（
午
後

三
時
～
三
時
三
十
分
）
中
条
公
民
舘

▽
四
月
十
六
日
（
水
）
H
川
治
、
八

箇
小
学
校
区
（
午
後
二
時
5
二
時
三

十
分
）
川
治
公
民
舘
▽
四
月
十
五
日

（
火
V
U
六
箇
地
区
（
午
後
一
時
三

十
分
5
一
時
四
十
五
分
）
六
箇
小
学

校
▽
四
月
二
十
二
日
（
火
）
吉
田
”

地
区
（
午
後
二
時
～
二
時
三
十
分
）

吉
田
出
張
所
▽
四
月
二
十
四
日
（
木
と

H
東
下
組
小
学
校
区
（
午
後
二
時
ー

二
時
十
五
分
）
東
下
組
小
学
校
▽
同

H
下
条
小
学
校
区
（
午
後
二
時
三
十

分
～
三
時
）
下
条
出
張
所
▽
四
月
二

十
三
日
（
水
）
”
馬
水
、
珠
川
地
区

水
沢
小
学
校
区
、
野
甲
小
学
校
区

（
午
後
二
時
～
二
時
三
十
分
）
水
沢

出
張
所一

一
十
五
日
ま

で
申
込
み
を

　
　
　
危
険
物
取
扱
者
主
任

　
　
　
講
習
△
質

　
県
と
市
消
防
本
部
で
は
、
危
険
物

取
扱
主
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て

い
る
も
の
で
、
危
険
物
施
設
を
有
す

る
亭
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
者
を
対

象
と
し
て
、
八
月
四
日
こ
ろ
講
習
会

を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
受
講

者
は
申
し
込
み
書
に
記
入
し
て
、
四

月
一
一
十
五
日
ま
で
而
消
防
本
部
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
寄
　
付

　
市
内
田
麦
、
福
崎
春
雄
さ
ん
は
、

こ
の
ほ
ど
亡
父
の
香
興
返
し
と
し
て

一
万
円
を
社
会
福
祉
事
務
所
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

瓢めぐ
　
六
箇
の
山
谷
と
麻
畑
の
あ
い
だ

に
う
っ
そ
う
と
し
た
杉
の
古
木
に

つ
つ
ま
れ
た
ビ
ラ
ミ
ッ
ト
形
の
山

が
そ
び
え
て
い
る
。
秋
葉
山
と
い

い
、
山
頂
に
は
、
秋
葉
神
社
が
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。
こ
、
が
秋
葉
山

城
と
い
う
郡
而
内
屈
指
の
名
城
の

あ
と
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
ま
で
の
六
箇
谷
は

β
関
東
通
り
8
と
か
躍
江
戸
街

道
甜
と
よ
ば
れ
、
越
後
か
ら
関
東

へ
通
じ
る
だ
い
じ
な
街
道
で
あ
っ

あ
っ
て
伝
馬
料
を
二
十
五
石
づ
つ

も
ら
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
も
残

っ
て
い
る
。

　
こ
の
街
道
の
お
ざ
え
と
し
て
築

か
れ
た
の
が
秋
葉
山
城
で
あ
る
．

　
南
化
朝
時
代
に
、
大
井
田
氏
の

一
族
で
あ
る
羽
川
刑
部
と
い
う
武

将
が
は
じ
め
て
城
を
築
い
た
と
い

わ
れ
、
山
谷
の
祇
園
寺
の
寺
宝
と

し
て
羽
川
刑
部
の
遺
品
と
し
て
伝

え
ら
れ
る
肉
づ
き
の
払
子
（
ほ
っ

す
）
と
、
陣
旗
が
秘
蔵
さ
れ
て
い

る
。

　
陣
旗
は
幟
半
（
し
は
ん
）
と
よ

ば
れ
る
旗
指
物
の
一
種
で
、
タ
テ

一
肋
二
＋
移
、
ヨ
コ
八
十
移
ほ
ど

の
旗
で
、
黒
の
う
す
い
絹
地
の
中

央
に
、
白
で
大
き
く
”
山
4
の
字

を
染
め
ぬ
き
、
そ
の
下
に
朱
で
マ

ル
に
二
つ
引
岡
の
紋
所
が
入
っ
て

い
る
。

秋
葉
山
城
（
山
ハ
箇
）

①

た
。

　
今
か
ら
六
百
年
ぱ
か
り
前
の
南

北
朝
時
代
に
、
大
井
田
氏
と
妻
有

の
新
田
一
族
が
、
新
田
義
貞
に
従

っ
て
鎌
倉
を
攻
略
す
る
た
め
に
還

征
し
た
と
き
も
、
上
杉
謙
信
が
越

後
の
精
鋭
を
ひ
き
つ
れ
て
関
東
へ

出
撃
し
た
と
き
な
ど
、
い
す
れ
も

六
箇
谷
を
通
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　
柏
崎
や
直
江
尾
あ
た
り
の
人
々

も
、
江
戸
へ
出
る
と
き
は
、
こ
＼

を
通
り
、
麻
畑
で
荷
物
や
馬
を
乗

り
つ
い
で
、
栃
窪
峠
を
こ
え
て
上

州
へ
出
た
の
で
あ
る
。

　
田
麦
坂
の
登
り
□
に
は
”
代
官

地
蔵
紹
と
よ
ぱ
れ
る
番
小
屋
が
あ

っ
て
、
役
所
の
触
れ
書
き
が
は
り

出
さ
れ
”
こ
う
り
き
躍
と
い
う
御

用
人
足
が
た
む
ろ
し
て
い
た
。
上

杉
時
代
に
は
ニ
ッ
屋
に
も
伝
、
馬
が

　
左
肩
に
は
臼
で
”
大
6
の
字
を

う
か
し
て
い
る
が
、
こ
の
字
の
さ

き
が
尖
っ
て
い
る
の
で
”
剣
大
岬

と
よ
ぱ
れ
、
作
州
（
岡
山
県
）
津

　
　
（
　
　
｝
／

．
賢

　
　
口

！
一
⇔
漿

（

　
　
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
p
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■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巴

　
　
　
　
，
　
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
，

　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟

　
　
　
　
』

　
　
　
　
，

　
　
　
　
』

　
　
　
　
■

　
　
　
　
口

　
　
　
　
，

　
　
　
、

〔
E

、
〔
〔み

山
藩
松
平
家
の
旗
じ
る
し
で
あ

る
。

　
旗
の
四
す
み
の
力
皮
に
つ
い
て

い
る
星
形
の
ρ
安
倍
清
明
印
灘
や

曜
叶
印
σ
∬
九
字
響
な
ど
は
江
戸

時
代
初
期
の
形
式
で
、
松
平
家
は

津
山
の
領
生
に
な
る
前
は
、
高
田

藩
主
と
し
て
越
後
を
支
配
し
て
い

た
の
で
、
六
箇
谷
が
、
高
田
か
ら

江
戸
へ
の
街
道
す
じ
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
陣
旗
が
祇
園
寺

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
も
不
思
議

で
は
な
い
。

　
陣
旗
が
羽
川
刑
部
の
遺
品
か
ど

う
か
は
と
に
か
く
と
し
て
、
秋
葉

山
城
の
遺
構
は
、
戦
国
時
代
の
特

色
を
よ
く
残
し
て
お
り
、
南
朝
滅

亡
後
、
上
杉
謙
信
の
武
将
に
よ
っ

て
大
改
修
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
山
頂
は
、
巾
十
～
二
十
五
膀
、

長
さ
約
三
百
麿
に
及
ぶ
平
坦
部
に

土
塁
と
空
壕
（
か
ら
ぽ
り
）
で
区

切
ら
れ
た
三
つ
の
郭
（
く
る
わ
）

が
一
列
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
。
本

丸
の
東
の
す
み
に
は
秋
葉
神
社
が

あ
り
、
二
の
丸
に
は
井
戸
の
跡
も

残
っ
て
い
る
。
城
の
背
後
の
尾
根

に
は
九
条
の
空
壕
で
東
万
か
ら
の

敵
に
そ
な
え
、
側
面
に
は
帯
郭

（
お
び
く
る
わ
）
や
腰
部
を
め
ぐ

ら
し
、
要
害
は
堅
固
を
き
わ
め
て

い
る
。
と
く
に
腰
郭
の
東
端
に
は

三
条
の
縦
壕
（
た
て
ぼ
り
）
が
も

う
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
攻

撃
軍
が
横
に
移
動
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
の
瞳
害
施
設
で
、
郡
内
で
は

仙
田
の
赤
谷
城
と
二
ヵ
所
し
か
な

い
珍
ら
し
い
遺
称
で
あ
る
。
腰
郭

　
　
や
縦
壕
は
、
戦
国
時
代
に
な

　
　
っ
て
発
達
し
た
も
の
で
、
こ

　
　
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
城
が
上

　
　
杉
氏
時
代
ま
で
使
わ
れ
て
い

　
　
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
の
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
秋
葉
山
城
を
守
っ
た
上
杉

時
代
の
城
主
に
つ
い
て
は
記

録
が
な
い
の
で
明
ら
か
で
な

い
が
、
城
之
盲
の
琵
琶
懸
城

の
要
害
城
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
の
で
、
琵
琶
懸
城
主
と
同

一
人
で
な
い
か
と
想
像
さ
れ

る
。（

市
商
工
課
長

　
　
　
佐
野
良
士
・
）…
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